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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

[用語の統一] 
労働者 作業員 
下請、下請業者 協力会社 
被災労働者 被災者 
元請事業者、元請職員 元請、元請社員 
現場 作業所 
ヒヤリ・ハット ヒヤリハット 
叱る、叱り方 しかる、しかり方 
メガネ めがね 
指差し呼称 指差呼称 
現地 KY 活動 現地 KY 
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№136010 

（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

目次 第８節 

安全施

工サイ

クルを

活用し

た建設

現場の

メンタ

ルヘル

ス対策 

（右記下線を追加） 目次 第８節 

安全施

工サイ

クルを

活用し

た建設

現場の

メンタ

ルヘル

ス対策 

４．建災防方式「新ヒヤリハット報告」 

…………………………………………… 39 

2 上から

7 行目 

特に、平成28年の死亡災害は294人となり、

平成27年より33人（10％）減少して、過去最

少を記録しました（平成23年は東日本大震災

を直接の原因とする168人を除く）。 

2 上から

7 行目 

特に、令和２年の死亡災害は 256人となり、

令和元年より 13 人減少して、過去最少を記

録しました（令和４年は新型コロナウイルス

感染症のり患によるものを除く）。 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

2 グラフ （赤枠を右記に修正） 2 グラフ  

  

3 上から

15 行目 

就労年齢別の死亡災害の発生状況は、50 歳

以上の中・高年齢作業員の死亡災害発生率が

60%を占めています。 

3 上から

15 行目 

就労年齢別の死亡災害の発生状況（令和４

年 281 人）は、50 歳以上の中・高年齢作業員

の死亡災害発生率が 61%を占めています。 

3 ２．

中・高

年齢者

問題グ

ラフ 

（右記に修正） 3 ２．

中・高

年齢者

問題グ

ラフ 

 

  

3 下から

10 行目 

現場入場して、初日～7日以内の死亡災害

発生率は49％を占めています。 

3 下から

10 行目 

現場入場して、初日～7日以内の死亡災害

発生率は44％を占めています。 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

3 3．新

規入場

直後の

死亡災

害率グ

ラフ 

（右記に修正） 3 3．新

規入場

直後の

死亡災

害率グ

ラフ 

 

  

4 上から

14 行目 

平成27年 現場入場経過日数別死亡災害

の発生状況 「平成30年度版 建設業安全

衛生早わかり」（建設業労働災害防止協会 

発行） 

4 上から

14 行目 

令和３年 現場入場経過日数別死亡災害の

発生状況 「令和５年度版 建設業安全衛生

早わかり」（建設業労働災害防止協会 発

行） 

5 下から

1 行目 

４Ｍ要素の具体的な事象はＰ－70 を参照

のこと。 

5 下から

1 行目 

４Ｍ要素の具体的な事象はＰ－80 を参照

のこと。 

6 不安全

な行動

の分類

（例） 

上から

12 行目 

機械・装置等を運転したまま離れる 6 不安全

な行動

の分類

（例） 

上から

12 行目 

機械・装置等の運転者が運転位置から離れる 

10 〇  事業

者の行う

べき調査

等 

上から

18 行目 

※平成 28 年政令第 50 号（平成 28 年２月 24

日） 

10 〇  事業

者の行う

べき調査

等 

上から

18 行目 

※（令和５年８月現在） 

16 上から

14 行目 

（3） 統括管理※上での作業間の連絡調整な

どを行う立場にあること。 

16 上から

14 行目 

（3） 作業に係る設備や作業等の連絡調整な

どを行う立場にあること。 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

16 上から

15 行目 

※ 統括管理とは、混在作業（複数の業種の

作業員が同一場所での作業）から発生する労

働災害を防止するために実施される一連の合

理的、組織的な安全管理をいいます。 

（下線を削除） 

16   

18 ■労働者

の配置 

上から 1

行目 

 作業員の配置は建設物を築造する作業過程

において、安全に、早く、安く、出来映えよ

く、 

18 ■労働者

の配置 

上から 1

行目 

 作業員の配置は建設物を築造する作業過程

において、安全に、適正な工期、適正な価格、 

環境に配慮して、出来映えよく、 

19 上から 7

行目 

 職長は、統括安全衛生責任者や元請会社の

安全当番者が行う巡視には、 

（上記下線を削除、右記下線を追加） 

19 上から 7

行目 

 職長は、元請の統括安全衛生責任者や安全

当番者が行う巡視には、 

22 〈やる気

を育てる

ための動

機づけ〉 

（赤枠を右記に修正） 22 〈やる気

を育てる

ための動

機づけ〉 

 

  

22 ■創意工

夫を引き

出す方法 

上から 1

行目 

 職長は、特定された危険性又は有害性及び

施工上の問題点に対して、作業員自らが問題

解決に向けて、災害事例分析やヒヤリ・ハッ

ト分析等を行い、積極的に作業改善などの創

意工夫の提案に取り組むような雰囲気づくり

に心がけましょう。 

22 ■創意工

夫を引き

出す方法 

上から 1

行目 

 職長は、特定された危険性又は有害性及び

施工上の問題点に対して、作業員自らが問題

解決に向けて、災害事例分析やヒヤリハット

分析等から、積極的に作業改善などの創意工

夫の提案に取り組むような雰囲気づくりに心

がけましょう。 

25 職長会の

主な活動

例 

① 朝礼時の司会進行 

② 職長会パトロールの実施 

③ 安全衛生表彰制度の実施 

④ 安全衛生設備（休憩所、トイレ、花壇等）

の充実による快適職場の構築 

⑤ 現場内外の一斉清掃 など 

25 職長会の

主な活動

例 

① 朝礼時の司会進行等、安全施工サイクル

への参加 

② 職長会パトロールの実施により、作業中

の指導・監督 

③ 安全衛生表彰制度等、意識高揚のための

運動実施 

④ 安全衛生設備（駐車場、休憩所、トイレ、

喫煙所、花壇等）の自主運営による快適職

場の構築 

⑤ 現場内外の一斉清掃等の環境保全 など 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

28 下から 2

行目 

高年齢作業員に対する作業改善事例は、「中

央労働災害防止協会安全衛生情報センター」

のホームページなどを通じて紹介されていま

す。 

28 下から 2

行目 

高年齢作業員に配慮した職場改善について

は、「中央労働災害防止協会安全衛生情報セン

ター」のホームページなどを通じて紹介され

ています。 

30 上から 1

行目 

また、小規模現場においても、「統括管理」

は行わなければならないため、関係請負人は、

安全衛生責任者に準じた安全衛生を担当する

者を配置する必要があります。 

30 上から 1

行目 

また、小規模作業所においても、「統括管理」

は行わなければならないため、多くの作業所

では、統括安全衛生責任者等を選任する必要

のある規模の作業所と同様に、関係請負人（協

力会社）は、安全衛生責任者を配置していま

す。 

30 作業所の

安全衛生

管理体制 

（赤枠を右記に修正） 30 作業所の

安全衛生

管理体制 

 

  
30 上から 3

行目 

３．混在作業における統括管理上の課題 30 上から 4

行目 

３．混在作業における統括管理上の問題点 

31 上から 7

行目の次

行 

（右記下線を追加） 31 上から 8

行目 

注） 本書では、第７節以降「職長・安全衛生

責任者」と表記します。 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

31 安全衛生

管理体制

（安全衛

生責任者

と職長の

位置付

け）の例 

（赤枠を右記に修正） 31 安全衛生

管理体制

（安全衛

生責任者

と職長の

位置付

け）の例 

 

  
32 安全衛生

責任者の

位置付け

とその職

務 

（赤枠を右記に修正） 32 安全衛生

責任者の

位置付け

とその職

務 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

34 上から 5

行目 

そのため、安全施工サイクルは、現場の作

業工程（毎日・毎週・毎月・随時）の中にそ

れぞれに対応した施工管理と安全衛生管理を

組み込んで、施工と安全の一体的な推進を図

ることにより、安全に、良い物を、早く、安

く、しかも無事故・無災害で工事を完成させ

ることを目的としています。 

34 上から 5

行目 

そのため、安全施工サイクルは、現場の作

業工程（毎日・毎週・毎月・随時）の中にそ

れぞれに対応した施工管理と安全衛生管理を

組み込んで、施工と安全の一体的な推進を図

ることにより、安全に、良い物が、適正な工

期、適正な価格で、環境に配慮して工事を完

成させることを目的としています。 

34 図 （赤枠を右記に修正） 34 図  

  

35 図 （赤枠を右記に修正） 35 図  

  
   

 

 

 

 

 

 

   



 

8 
 

（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

36

～

38 

 （右記に修正） 36

～

42 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

  

 

41 下から 2

行目 

なぜ、それが急所なのか、その理由を言わ

ないままだと、教えてもらっても納得するこ

とができない。 

45 下から 2

行目 

なぜ、それが急所なのか、その理由（わけ）

を良く飲み込ませないとすぐ忘れてしまう。 

43  （右記下線を追加） 47 上から 4

行目 

 ほめ方やしかり方のいかんによっては、作

業員のやる気に大きな影響を与えるというこ

とを念頭において作業指揮にあたることが職

長・安全衛生責任者の心がけとして大切なこ

とです。 

44 上から 1

行目 

４．教え方の効果的な進め方 （教え方の４段

階法） 

48 上から 1

行目 

４．教え方の４段階法 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

44 教え方の

４段階法 

（赤枠を右記に修正） 48 教え方の

４段階法 

 

  

45 指導・教

育の４つ

の条件 

2. 取り組む仕事の安全、品質、能率を大事に

させる。 

3. 習う者が仕事の目的・内容を理解して、納

得して仕事ができるようにする。 

49 指導・教

育の４つ

の条件 

2. 取り組む仕事の安全、品質、能率を大事に

する。 

3. 習う者が仕事の目的・内容を理解して、納

得して良心的に仕事ができるようにする。 

52 リスクア

セスメン

トの目的 

（右記に修正） 56 リスクア

セスメン

トの目的 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

53 上図 （赤枠を右記に修正） 57 上図  

  
53  （右図を追加） 57 店社及び

建設作業

所で行う

リスクア

セスメン

ト 

 

 

 
59 上から 5

行目 

 そのために、職長・安全衛生責任者は、現

状の作業方法を「より安全で、より楽に、よ

り良いもの」ができるように、常に機械・設

備等の改善に取り組むことが重要となりま

す。 

（右記下線を追加） 

63 上から 5

行目 

そのために、職長・安全衛生責任者は、現状

の作業方法を「より安全で、より楽に、より

良いもの」ができるように、常に機械・設備・

工具等の改善に取り組むことが重要となりま

す。 

60 上から 4

行目 

（平成 28 年 6 月 1 日施行） 64 上から 4

行目 

（令和５年８月現在 667 物質） 

60 図注釈 なお、平成 29 年 3 月には 27物質が追加され

ました。 

（下線を削除） 

64 図注釈  
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

62 作業手順

書作成の

目的と効

果 

（赤枠を右記に修正） 66 作業手順

書作成の

目的と効

果 

 

  
65 表 （赤枠を右記に修正） 69 表  

  
66 上から 8

行目 

手順－１ P－68 のドラグ･ショベルによる

１次掘削作業（演習）を配布します。 

70 上から 8

行目 

手順－１ P－72 の可搬式作業台による壁面

補修作業（演習）を配布します。 

66 上から

13 行目 

ドラグ・ショベルによる１次掘削作業（演習） 70 上から

13 行目 

・可搬式作業台による壁面補修作業（演習） 

・クレ－ンによる単管荷上げ作業（演習） 

・スラブ開口部を使用しての荷降ろし作業

（演習） 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

67 図 （赤枠を右記に修正） 71 図  

  

68  （1 事例を 3 事例に変更） 

※各事例の対照は省略 

72

～

77 

  

69  ―ドラグ・ショベルと土止め用 H 鋼との 挟
はさ

まれ災害― 

79  砕石敷き均し中、ドラグ・ショベルに轢
ひ
かれ、

足を負傷 

管埋設工事の溝掘削中、土砂崩壊により巻き

込まれる 

１階床の資材片付け作業中、開口部から墜落 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

70 図 （赤枠を右記に修正） 80 図  

 

 

75 下から 1

行目の次

行 

（右記下線を追加） 85 下から 1

行目 

注） P－86 及び P－97 の３事例については、

第２段階～第４段階は途中までのものを掲載

している。 

76

～

80 

 （1 事例を 3 事例に変更） 

※各事例の対照は省略 

86

～

97 

  

82 上から 2

行目 

現場の安全施工サイクルで毎日実施されて

いる危険予知活動は、労働災害の発生原因を

先取りし、一人ひとりが危険に対する感受性

や集中力、そして問題解決力を高める活動で

あり、作業員の不安全行動による労働災害防

止のためには欠かせないものです。 

（右記下線を追加） 

100 上から 2

行目 

 現場の安全施工サイクルで毎日実施されて

いる危険予知活動（KYK）は、労働災害の発

生原因を先取りし、一人ひとりが危険に対す

る感受性や集中力、そして問題解決力を高め

る活動であり、作業員の不安全行動による労

働災害防止のためには欠かせないものです。 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

82 危険予知

活動の目

的・効果 

（赤枠を右記に修正） 100 危険予知

活動の目

的・効果 

 

 

 

83 表 （赤枠を右記に修正） 101 表  
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

84 基礎 4

ラウンド

法による

危険予知

活動表

（例） 

（赤枠を右記に修正） 102 基礎 4 ラ

ウンド法

による危

険予知活

動表

（例） 

 

  

85 上から 5

行目 

① 毎日の作業は、グループ作業であっても、

作業箇所では一人作業になることが多く、

不安全行動からの危険性又は有害性を排除

するために、一人ひとりが現地ＫＹを行う

必要がある。 

（右記下線を追加） 

103 上から 5

行目 

① 毎日の作業は、グループ作業であっても、

作業箇所では一人作業になることが多く、

不安全行動からの危険性又は有害性を排除

するために、朝礼広場で行われたＫＹ活動

を踏まえ、一人ひとりが現地ＫＹを行う必

要がある。 

85 上から 9

行目 

③ 作業員に取組みやすく、いつでも、どこ

でも、誰でも取り組める手法が必要である。 

（下線を削除） 

103 上から

10 行目 

③ 作業員に取組みやすく、いつでも、どこ

でも、誰でも取り組める手法である。 

85 下から 3

行目 

 また、職長・安全衛生責任者がリーダーと

なって行う場合は、１ラウンド、２ラウンド、

行動目標と進み、設備の点検と指差し呼称は、

作業員が現地で行う、いわゆる実態に応じて

行う変動型である。 

（下線を削除、右記下線を追加） 

103 下から 3

行目 

 また、職長・安全衛生責任者がリーダーと

なっていっしょに行う場合は、１ラウンド、

２ラウンド、行動目標と進み、設備の点検と

指差呼称は、作業員が現地で行う、いわゆる

実態に応じて行う。 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

86 （１）作

業員自身

が行う場

合 

（赤枠を右記に修正） 104 （１）作

業員自身

が行う場

合 

 

  

86 上から 3

行目 

（２）職長・安全衛生責任者がリーダーとな

って行う場合 

（右記下線を追加） 

104 上から 3

行目 

（２）職長・安全衛生責任者がリーダーとな

っていっしょに行う場合 

87 上から 8

行目の次

行 

（右記を追加） 105 上から 8

行目の次

行 
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（旧版） 3 版7 刷（令和5 年 10 月 10 日） No.136000 （新版） 改訂初版（令和 6 年 1 月 25 日） No.136010 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

88 （朝礼終

了後、現

地で） 

（赤枠を右記に修正） 106 （朝礼終

了後、現

地で現物

を見なが

ら、現実

をとらえ

て） 

 

 

 

 


